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中性炭素原子 CIは、low metallcity領域や high cosmic ray rateの遠方銀河などで、COに代わる H2 ガスト
レーサーとして有用であると期待されている。一方で、遠方銀河よりも銀河構造や分子雲の空間分解が容易な近
傍銀河でさえ、高分解能かつ広範囲のCI観測がCO観測に比べて少ないため、分子雲の性質や環境が異なる様々
な領域における COとの相関や、CIのH2ガストレーサーとしての性質の理解が乏しい。
　我々は近傍棒渦巻銀河M83の銀河中心部から腕部にかけた領域 (150′′ × 72′′)を対象に、ASTE望遠鏡を用い
て sub-kpcスケール (˜0.4 kpc)での [CI](3P1-

3
P0)(492 GHz、以下 [CI](1-0))輝線観測を初めて行った。さらに

CO(1-0)分布 (NRO45m, Kuno et al. 2007)と CO(3-2)分布 (ASTE, Muraoka et al. 2009)を用いて、3σ以上で
検出されたピクセルごとでの CO(3-2, 1-0)と [CI](1-0)の積分強度分布と TMBスケールのピーク温度分布を比較
した。その結果、 CO(1-0)と [CI](1-0)および CO(3-2)と [CI](1-0)の積分強度、 CO(3-2)と [CI](1-0)のピーク
温度には強い線形関係が見られた。一方で、 CO(1-0)と [CI](1-0)のピーク温度では、銀河中心部と円盤部で線形
関係の傾きが変化していることが明らかになった。また、 [CI](1-0)/CO(1-0)積分強度比・ピーク温度比は、(1)
棒部から銀河中心への方向、(2)腕部の上流から下流への方向に対して上昇していることが明らかになった。一方
で、 [CI](1-0)/CO(3-2)ピーク温度比は、Hα強度のピーク (HII領域)付近で小さくなる傾向が見られた。本講演
では、[CI](1-0)と COとの相関に着目して、上記の傾向と分子ガスの性質や環境との関連性について議論する。


